
感染症情報 ７月２２日～２８日

④ヘルパンギーナ

②感染性胃腸炎

⑤ＲＳウイルス感染症

６２１例（堺市 

２５５例（堺市 ２５例）
２１６例（堺市 １２例）

報告数による順位。前週比４．０％減の３，１５８件であった。手足
口病が府下で８％減、堺市で前週・今回は同数であった。大阪府
の定点当たりは８．０８→７．４５、堺市は６．４７のままであった。今
週は大阪府では２ブロックを除いて警報レベル開始基準値５を超
えている。感染性胃腸炎が府下で前週から３例増、堺市で前週４７
例→今回４１例。溶連菌感染症が府下で７％減、堺市で前週６５例
→今回５２例。ヘルパンギーナが府下で１３％減、堺市で３１例→２
５例であった。ＲＳウイルス感染症が府下で３５％増、堺市で前週１
６例→今回１２例であった。
基幹定点だけが報告するが、マイコプラズマ肺炎が１２週連続で
１０例を超えている。大阪府４１→５８例、堺市８→１０例であった。
インフルエンザが府下で前週１２１例→今回１３８例で前週比
１４％増であった。堺市で前週１５例→今回１４例であった。

４１例）
③溶連菌感染症 ４０６例（堺市 ５２例）

１２３例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①手足口病 １，４６８例（堺市

１３８例（堺市インフルエンザ １４例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

４，４８６例（堺市新型コロナウイルス感染症 ５９１例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
３，８９２例→今回４，４８６例で１５％増、定点当たり１２．７２→
１４．６６。堺市で前週４２８例→今回５９１例は３８％増、定点当たり
１４．７６→２０．３８で、大阪府のブロック別でまたワーストになった。

大阪府定点 １４．６６ 堺市定点 ２０．３８

麻疹や風疹の報告なし。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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